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景観形成基準チェックシート（津市）
※空欄に記入し、該当する項目を選択してください。
※本書は、一般地区の景観形成基準チェックシートとあわせて提出してください。
５　景観形成基準〈榊原温泉地区〉
（「Ｈ」「①」「ア．」などの見出し符号は、津市景観計画　景観形成基準解説書に対応しています。）
【Ｈ】建築物又は工作物の新築（新設）、増築、改築若しくは移転、外観を変更することとなる修繕若しくは模様替又は色彩の変更
注「備考」欄には、記入しないでください。
	①形態意匠
	備考

	ア．
	屋根は、勾配屋根（できる限り4/10～5/10）とし、塔屋の屋根もこれと一体感のあるものとするとともに、周辺の山並みや集落の家並みと調和したものとなっていますか。
	

	
	□勾配屋根とする〔勾配：　　　　　〕　□周辺のまちなみと屋根の向きを揃える
□周辺の建物の屋根と同様の形状とする
□塔屋にも主体建築物の屋根と調和する勾配屋根を設ける〔勾配：　　　　　　〕
□その他〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
	

	イ．
	適度な出を有する軒・庇を設けるなど、和風を意識した外観となるよう配慮していますか。
	

	
	□適度な出を有した軒・庇としている　□その他〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
	


②色彩
（１）外壁や屋根などで使用する色彩をすべて挙げ、表内の「チェック欄」を選択してください。（基準を超える色彩については、アクセント色として（２）へ記入して下さい。）
	〔外壁基調色〕
	
	
	〔屋根色〕
	

	色相
	明度
	彩度
	チェック欄
	
	色相
	明度
	彩度
	チェック欄

	YR、0Y～5Y
	8の場合
	2以下
	□
	
	YR、0Y～5Y
	7以下
	4以下
	□

	
	8未満の場合
	4以下
	□
	
	
	
	
	

	その他
	8以下
	1以下
	□
	
	その他
	
	2以下
	□


（２）アクセント色として着色する部分があれば、下表へ記入してください。
アクセント色の着色部分は、２階又は５ｍ以下の低い方となっていますか。　□はい
	
	北
	南
	東
	西

	見付面積
	
	㎡
	
	㎡
	
	㎡
	
	㎡

	アクセント色として着色する面積
	
	㎡
	
	㎡
	
	㎡
	
	㎡

	使用比率
	□10分の1未満
	□10分の1未満
	□10分の1未満
	□10分の1未満


	③外構
	備考

	ア．
	擁壁は、生じますか。
	

	
	□いいえ
□はい
※「はい」の場合は、石積みや緑化ブロック等による修景に配慮してください。
⇒□石積みとする　□緑化ブロックとする　□その他〔　　　　　　　　　　　　　　　　〕
	


	④その他
	備考

	ア．
	夜間の屋外照明は、温泉保有地として癒しや安らぎを感じる風情を演出するよう、どの点を配慮しましたか。
	

	
	□配置　□高さ　□向き　□明るさ　□光の色　□点灯時間　
□その他〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
□屋外照明は、設けない
	


◆工作物のうち電気及び通信施設に該当する場合は、⑤についても回答してください。
	⑤電気及び通信施設
	備考

	ア．
	原則として高さは、15ｍ以下とし、周辺景観からできる限り突出しないようにすること。
	

	
	□15ｍ以下とする
	


◆その他特筆すべき事項があれば、記入してください。
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